





















































































































































出典： Chris Chamberlain and David MacKenzie, “Understanding Contemporary Homelessness: Issues of 









関心の的となって行く。ニール (Cecily Neil)とホップ (Rodney Fopp)による Homelessness in 
Australia: Causes and Consequences (1992)9)という文献は、オーストラリアにおいて初となるホ
ームレスに関する詳細かつ包括的な研究であり、その後の研究をリードする重要な試金石と
なった。
また、1992年に Australian Journal of Social Issuesに掲載された、チェンバレンとマッケンジ


































































































































































































結果としては、① 12歳から 18歳のサンプル：男性 5名、女性 6名、② 19歳から 24歳
のサンプル：男性 2名、女性 3名、③ 25歳から 64歳のサンプル：男性 3名、女性 7名、
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以下は Peter Edwardsと Julie Simmsの事例29)である。



















































































































































































































































































































































































































































































































2006年 12月、オーストラリアでは労働党ラッド (Kevin Rudd)政権が誕生して以来、ホ
ームレス問題の解決は最重要課題の一つとして取り上げられている。前保守党政権における
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